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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第115期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第116期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第115期

会計期間

自  平成21年
    12月１日
至  平成22年
    ２月28日

自  平成22年
    12月１日
至  平成23年
    ２月28日

自  平成21年
    12月１日
至  平成22年
    11月30日

売上高 (千円) 1,221,1811,188,0495,006,992

経常利益 (千円) 137,768 134,916 501,560

四半期(当期)純利益 (千円) 75,123 74,376 286,182

純資産額 (千円) 6,757,3516,938,4016,950,433

総資産額 (千円) 14,874,64514,293,77514,335,619

１株当たり純資産額 (円) 461.32 473.62 474.47

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 5.15 5.10 19.62

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 45.2 48.3 48.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △16,370 126,233 529,042

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △53,870 △15,419 12,458

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 120,508△74,665△553,177

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 111,221 85,427 49,277

従業員数 (名) 80 84 85

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。　
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び連結子会社２社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年２月28日現在

従業員数(名)
84

［128］

(注) 　従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は［　］内に当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員を外数で記載

しております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年２月28日現在

従業員数(名) 44

(注) 　従業員数には他社への出向者１名は含めておりません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」及び「セグメント情報

等の開示に関する会計基準の適用指針」を適用しておりますが、前第１四半期連結会計期間における事

業の種類別セグメントと当第１四半期連結会計期間の報告セグメントが同一のため、前年同四半期比を

記載しております。

　
(1) 生産実績

生産部門がないため、該当事項はありません。

　
(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとの営業収益内訳で示すと、次のとおり

であります。
　

セグメントの名称

前第１四半期連結会計期間
(自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日)前年同四半期比増減額

（百万円）
売上高
（百万円）

構成比
（％）

売上高
（百万円）

構成比
（％）

物流事業 1,12592.2 1,10192.7 △24

不動産事業 95 7.8 86 7.3 △8

計 1,221100.0 1,188100.0 △33

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。　

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」及び「セグメント情報

等の開示に関する会計基準の適用指針」を適用しておりますが、前第１四半期連結会計期間における事

業の種類別セグメントと当第１四半期連結会計期間の報告セグメントが同一のため、前年同期比を記載

しております。

　
(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益が回復基調となり一部に明るい兆しがみら

れたものの、雇用・所得環境は改善が遅れ依然として厳しい状況が続きました。

この様な状況の下、当第１四半期連結会計期間における当社グループの業績は、売上高が前年同期比33百

万円(2.7％)減の1,188百万円、営業利益は前年同期比７百万円(4.5％)減の150百万円、経常利益は前年同期

比２百万円(2.1％)減の134百万円、四半期純利益は前年同期比０百万円(1.0％)減の74百万円となりまし

た。

　
セグメント別の業績は、次の通りであります。

物流事業

物流事業の売上高は保管料、貸庫料の減少により前年同期比24百万円減の1,101百万円、セグメント利

益（営業利益）は前年同期比７百万円減の216百万円となりました。

不動産事業

不動産事業の売上高は不動産賃貸料、雑収入の減少により前年同期比８百万円減の86百万円、セグメン

ト利益（営業利益）は前年同期比３百万円減の42百万円となりました。

　
当第１四半期連結会計期間における主な減収要因は、主力貸倉庫のテナント入替えによる売上高の減

少によるものです。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における財政状態は、総資産が前期末比41百万円減少し14,293百万円と

なりました。負債は前期末比29百万円減少し7,355百万円、純資産は前期末比12百万円減少し6,938百万円

となり、この結果自己資本比率は48.3％となりました。

　
(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は85百万円となり期首残高に比べ36

百万円増加となりました。

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益が139百万円、減価償却費は112百万円となりましたが、法人税等の支払い41

百万円、その他負債の減少120百万円等により営業活動によるキャッシュ・フローは126百万円の増加と

なりました。前年同期に比べ、営業活動によるキャッシュ・フローは142百万円増加しております。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは有形固定資産の取得16百万円等により15百万円の減少となりま

した。前年同期に比べ、投資活動によるキャッシュ・フローは38百万円増加しております。

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは短期借入金が103百万円増加し、長期借入金の返済104百万円、配

当金の支払73百万円により74百万円の減少となりました。前年同期に比べ、財務活動によるキャッシュ・

フローは195百万円減少しております。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、設備の新設及び除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 19,200,000

計 19,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年２月28日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年４月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,600,00014,600,000
東京証券取引所市場

第二部

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式。
単元株式数は1,000株であり
ます。

計 14,600,00014,600,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年12月１日～
－ 14,600 － 2,527,600 － 2,046,936

平成23年２月28日

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年11月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

普通株式
13,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,547 同上
14,547,000

単元未満株式
普通株式

― 同上
40,000

発行済株式総数 14,600,000― ―

総株主の議決権 ― 14,547 ―

(注)　「単元未満株式」には当社所有の411株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
東京都江東区富岡2-1-9 13,000 ― 13,000 0.09

丸八倉庫株式会社

計 ― 13,000 ― 13,000 0.09

　 　 　 　 　 　
　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
12月

平成23年
１月 ２月

最高(円) 179 187 187

最低(円) 169 171 180

(注)　本項の株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。　
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結会計期間(平成21年12月１日から平成22年２月28日まで)及び前第１四半期連結

累計期間(平成21年12月１日から平成22年２月28日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第１四半期連結会計期間(平成22年12月１日から平成23年２月28日まで)及び当第１四半期連結累計期間

(平成22年12月１日から平成23年２月28日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間(平成21年12月１

日から平成22年２月28日まで)及び前第１四半期連結累計期間(平成21年12月１日から平成22年２月28日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間(平成22年12月１日から平成23年２月28日

まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成22年12月１日から平成23年２月28日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 85,427 49,277

受取手形及び営業未収入金 317,200 327,988

繰延税金資産 50,027 50,027

その他 105,633 88,876

流動資産合計 558,287 516,169

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,264,491 5,347,287

機械装置及び運搬具（純額） 229,403 232,303

土地 6,572,536 6,572,536

建設仮勘定 － 1,645

その他（純額） 214,370 222,854

有形固定資産合計 ※
 12,280,802

※
 12,376,628

無形固定資産

借地権 995 995

その他 26,460 28,014

無形固定資産合計 27,455 29,009

投資その他の資産

投資有価証券 720,357 694,476

従業員に対する長期貸付金 11,282 11,638

差入保証金 443,004 443,004

会員権 20,703 20,703

繰延税金資産 165,683 176,397

その他 70,797 72,191

貸倒引当金 △4,600 △4,600

投資その他の資産合計 1,427,229 1,413,811

固定資産合計 13,735,487 13,819,449

資産合計 14,293,775 14,335,619
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年11月30日)

負債の部

流動負債

営業未払金 103,006 112,508

短期借入金 2,889,387 2,803,583

未払金 43,387 45,816

未払費用 32,127 115,572

未払法人税等 68,937 48,680

未払消費税等 26,739 16,778

前受金 182,545 189,160

賞与引当金 26,028 －

その他 17,329 10,460

流動負債合計 3,389,487 3,342,560

固定負債

長期借入金 2,784,198 2,871,533

退職給付引当金 210,901 214,832

役員退職慰労引当金 219,272 214,549

長期預り保証金 740,693 740,405

その他 10,819 1,305

固定負債合計 3,965,885 4,042,624

負債合計 7,355,373 7,385,185

純資産の部

株主資本

資本金 2,527,600 2,527,600

資本剰余金 2,046,936 2,046,936

利益剰余金 2,322,471 2,350,201

自己株式 △2,845 △2,845

株主資本合計 6,894,162 6,921,891

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 14,366 △972

評価・換算差額等合計 14,366 △972

少数株主持分 29,873 29,514

純資産合計 6,938,401 6,950,433

負債純資産合計 14,293,775 14,335,619
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年２月28日)

売上高 1,221,181 1,188,049

売上原価 907,840 891,958

売上総利益 313,340 296,090

販売費及び一般管理費 ※
 156,073

※
 145,886

営業利益 157,266 150,203

営業外収益

受取利息 286 239

受取配当金 2,346 2,346

その他 476 1,014

営業外収益合計 3,109 3,600

営業外費用

支払利息 22,607 18,887

営業外費用合計 22,607 18,887

経常利益 137,768 134,916

特別利益

受取和解金 － 15,000

特別利益合計 － 15,000

特別損失

有形固定資産除却損 － 36

会員権評価損 4,000 －

貸倒引当金繰入額 3,000 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,819

特別損失合計 7,000 10,856

税金等調整前四半期純利益 130,768 139,060

法人税等 55,424 64,325

少数株主損益調整前四半期純利益 － 74,735

少数株主利益 219 358

四半期純利益 75,123 74,376
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 130,768 139,060

減価償却費 115,779 112,598

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,000 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 439 △3,930

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △42,842 4,722

賞与引当金の増減額（△は減少） 28,677 26,028

受取利息及び受取配当金 △2,632 △2,585

支払利息 22,607 18,887

有形固定資産除却損 － 36

会員権評価損 4,000 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,819

売上債権の増減額（△は増加） 16,216 10,787

その他の資産の増減額（△は増加） △11,721 △16,534

仕入債務の増減額（△は減少） △8,731 △9,502

未払消費税等の増減額（△は減少） △26,486 9,960

その他の負債の増減額（△は減少） △80,311 △120,866

小計 148,761 179,483

利息及び配当金の受取額 2,632 2,585

利息の支払額 △27,599 △14,743

法人税等の支払額 △140,165 △41,092

営業活動によるキャッシュ・フロー △16,370 126,233

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △5,635 △16,864

貸付金の回収による収入 1,840 1,455

差入保証金の差入による支出 △50,155 －

差入保証金の回収による収入 90 －

その他の支出 △10 △10

投資活動によるキャッシュ・フロー △53,870 △15,419

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 331,230 103,303

長期借入金の返済による支出 △139,960 △104,835

配当金の支払額 △70,762 △73,133

財務活動によるキャッシュ・フロー 120,508 △74,665

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 50,266 36,149

現金及び現金同等物の期首残高 60,954 49,277

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 111,221

※
 85,427
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【継続企業の前提に関する事項】

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間

(自  平成22年12月１日  至  平成23年２月28日)

会計処理基準に関する事項の変更

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を

適用しております。

これにより、税金等調整前四半期純利益は10,819千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による

資産除去債務の変動額は10,819千円であります。

　

【表示方法の変更】

　
当第１四半期連結会計期間

(自  平成22年12月１日  至  平成23年２月28日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３年24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第１四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間

(自  平成22年12月１日  至  平成23年２月28日)

固定資産の減価償却費の算定方法

減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間

(自  平成22年12月１日  至  平成23年２月28日)

税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用して

おります。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果になる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日)

前連結会計年度末
(平成22年11月30日)

※　　有形固定資産の減価償却累計額   6,470,667千円※　　有形固定資産の減価償却累計額　 6,360,506千円

　 　
　２　債務保証　　　　　　　　　　　　 281,833千円 　２　債務保証　　　　　　　　　　　　 305,329千円

　　江東倉庫事業協同組合に債務保証を行っております。 　　江東倉庫事業協同組合に債務保証を行っております。

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年12月１日 
  至　平成22年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日 
  至　平成23年２月28日)

※　主たる販売費及び一般管理費

報酬及び給与 75,146千円

法定福利費 9,921千円

退職給付費用 6,527千円

賞与引当金繰入額 12,036千円

役員退職慰労引当金繰入額 7,651千円

支払手数料 11,763千円

賃借料 6,813千円
 

※　主たる販売費及び一般管理費

報酬及び給与 70,858千円

法定福利費 9,570千円

退職給付費用 4,127千円

賞与引当金繰入額 9,630千円

役員退職慰労引当金繰入額 7,122千円

支払手数料 11,454千円

賃借料 6,813千円

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年12月１日 
  至　平成22年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日 
  至　平成23年２月28日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 111,221千円

預入期間が３か月超の定期預金 ―　千円

現金及び現金同等物 111,221千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 85,427千円

預入期間が３か月超の定期預金 ―　千円

現金及び現金同等物 85,427千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成23年２月28日)及び当第１四半期連結累計期間(自  平成22年12月１日 

至  平成23年２月28日)

　
　
１　発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 14,600,000

　

　

２　自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 13,411

　

　

３　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年２月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 102,106 ７ 平成22年11月30日 平成23年２月28日

　

(2) 基準日が当第１四半期連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

４　株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間　(自　平成21年12月１日　至　平成22年２月28日)

　 　 　 　 (単位：千円)

項　　目 物流事業 不動産事業 合　計 消去又は全社 連　結

    売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 1,125,86695,3141,221,181 ― 1,221,181

(2) セグメント間の内部売上
　　高又は振替高

― ― ― ― ―

    売上高計 1,125,86695,3141,221,181 ― 1,221,181

    営業費用 902,30549,071951,376112,5371,063,914

    営業利益 223,56146,243269,804(112,537)157,266

(注) １　事業区分は、当社グループにおける事業別収入区分によっております。

２　各事業の主な業務

(1)物流事業・・・・倉庫業務、一般貨物自動車運送業務、運送取次業務

(2)不動産事業・・・不動産の造成、売買、不動産仲介業務、マンション、オフィスビル等の賃貸業務

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間　(自　平成21年12月１日　至　平成22年２月28日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間　(自　平成21年12月１日　至　平成22年２月28日)

当社及び連結子会社２社は、全て本邦内にて取引をしているため該当事項はありません。
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【セグメント情報】

　

１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

当社グループは、営業所・不動産部及び連結子会社を拠点とし事業活動を行っており、業務の内容、役

務の提供方法ならびに類似性に基づき事業を集約し「物流事業」と「不動産事業」の２つを報告セグメ

ントとしております。

　
各事業の主要な業務は以下のとおりです。

(1)物流事業・・・・倉庫業務、一般貨物自動車運送業務、運送取次業務

(2)不動産事業・・・不動産の造成、売買、仲介及び管理、コンサルテーション業務、マンション、オフィ

スビル等の賃貸業務

　
２  報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間　(自　平成22年12月１日　至　平成23年２月28日)

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結損
益計算書計上
額　(注) ２物流事業 不動産事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,101,14486,9041,188,049 ― 1,188,049

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,101,14486,9041,188,049 ― 1,188,049

セグメント利益 216,313 42,827 259,141△108,937 150,203

(注) １　セグメント利益の調整額△108,937千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。なお、全

社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
(追加情報)

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17

号  平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準

適用指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。　

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。　

　

(デリバティブ取引関係)

ヘッジ会計を適用しておりますので、開示の対象から除いております。　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

資産除去債務の総額について重要性が乏しいため、注記を省略しております。

　

(賃貸等不動産関係)

賃貸等不動産の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日に比べて著し

い変動が認められません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日)

前連結会計年度末
(平成22年11月30日)

　 　

　 473.62円
　

　 　

　 474.47円
　

　
２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後の１株当たり四半期純利益金額

第１四半期連結累計期間
　

前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年２月28日)

１株当たり四半期純利益金額 5.15円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純
利益金額については、潜在株式がないため記
載をしておりません。

　

　

１株当たり四半期純利益金額 5.10円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純
利益金額については、潜在株式がないため記
載をしておりません。

　

　

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年２月28日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 75,123 74,376

普通株式に係る四半期純利益(千円) 75,123 74,376

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 14,587,808 14,586,589

　
(重要な後発事象)

当第１四半期連結会計期間
(自  平成22年12月１日  至  平成23年２月28日)

東日本大震災の影響について

当社グループは、平成23年３月11日に発生しました東日本大震災により、仙台地区及び都内の一部営業所におい

て建物・設備に被害が発生しておりますが、現在詳細な損傷状況について調査中であります。従業員等につきまし

ては、全員の安全を確認しております。

また、保管貨物に荷崩れ等の被害が発生しており営業活動に一部支障をきたしておりますが、お客様と打合せを

させていただきながら早期の復旧に努めております。

今回の地震による損害額及び業績への影響につきましては調査中であり、現時点では見積もることが困難であ

ります。

　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうちリース取引開始日が平成20年11月30日以前のリース

取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期

間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載して

おりません。

　

　
２ 【その他】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

丸八倉庫株式会社(E04296)

四半期報告書

22/25



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年４月12日

丸八倉庫株式会社

取締役会　御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　吉　川　正　幸

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　新　井　達　哉

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　久　塚　清　憲

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸八倉

庫株式会社の平成21年12月1日から平成22年11月30日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（平成21

年12月1日から平成22年2月28日まで）及び第1四半期連結累計期間（平成21年12月1日から平成22年2月28日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸八倉庫株式会社及び連結子会社の平成22年2

月28日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年４月８日

丸八倉庫株式会社

取締役会　御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　吉　川　正　幸

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　久　塚　清　憲

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸八

倉庫株式会社の平成22年12月１日から平成23年11月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平

成22年12月１日から平成23年２月28日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成22年12月１日から平成23年２

月28日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸八倉庫株式会社及び連結子会社の平成23年

２月28日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

丸八倉庫株式会社(E04296)

四半期報告書

25/25


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	継続企業の前提に関する事項
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	表示方法の変更
	簡便な会計処理
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

